
機器等保守点検業務委託料 1,236,650円（サービス委託料 1,089,440円　機器交換 3,850円　電池交
換 44,660円　取付工事 32,700円　取外工事 66,000円）

備　 考

項 2 老人福祉費 目 1 老人福祉総務費

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 3 民生費

  うち繰越分↓
1,421,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 1,320,569

  うち繰越分↓
1,236,650

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

1,421,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 1,320,569
  うち繰越分↓

1,236,650

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　要望は、本人、家族、民生委員、包括支援センター等から出てくるので、出てきたものに対し、町の担当
者と包括支援センター職員とで訪問し、説明と書類作成を行う。新規申請分については、現在予算の範囲
で取り付けている。

委託先　株式会社シーモス（ベルセンター）
個人負担　生活保護世帯：0円（町が全額負担）、非課税世帯：経費の1/2、課税世帯：経費の全額個人負
担
※取付費用、電池交換の費用

　ホームページや地域包括支援センター職員による案内等により、住民への周知を行っている。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

・設置台数
令和2年度末 65台
令和3年度末 63台
令和4年度末 54台
令和5年度見込み 60台

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

町民で、おおむね65歳以上のひとり暮らしの高齢者及びねたきり老
人・ひとり暮らしの重度身体障害者

対 象 者 同左

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　対象者に緊急通報装置を貸与することにより、急病や災害など緊急時の迅速かつ適切な対応を図るとと
もに、孤独感や不安感等を解消し、その福祉の増進に資することを目的とする。

事業継続年数 事業開始年度 不明

分野別施策 ２　地域福祉の充実 所 属 長 森本 志子

主な施策 ３　福祉サービス・地域資源の充実 電話番号 82-6306

第２次
総合計画体系

政策目標 １　健やかに暮らせるまち 担当部署 福祉課

根拠法令等 東みよし町緊急通報装置貸与事業実施要綱

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 緊急通報装置運営事業 整理番号 1306-042

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


